Lesson 7  The School Festival Is Soon

■授業展開例１（週１時間の場合）
週に１時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。
[bookmark: _GoBack]
1時間目：Expression Input, Leading to Model Dialog, Model Dialog (pp. 33-34)
2時間目：Writing Output, Give It a Shot, Grammar Compass (pp. 36-37)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１



	Expression Input（p. 33）
① 教師が英語でシチュエーションを説明してからCD を聞かせる。
② CD を聞かせながら，解答を確認する。
③ もう一度CD を聞かせて，側注に挙げられている表現を中心に解説をする。
	
トピックに関する重要表現を，リスニングを通して確認させる。側注で挙げられている表現は，しっかり定着させたい。
	10分

	２
	Leading to Model Dialog（p. 33）
① CD を聞かせて問題を解かせる。
② 次のModel Dialog にも登場する表現にいくつか触れておく。
	
Model Dialog の導入とさせたい。キーワードとなる表現をあらかじめ述べておくのもよいだろう。
	5分

	３




	Model Dialog（p. 34）
① CD を2 回程度聞かせる。
② CD を聞かせた後，True or False と
Comprehension を解かせて理解力を確
認する。
③ Function およびGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
④ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読練習をさせる。
	
レッスンのコアとなる部分であるため，内容理解だけでなく，扱われている文法表現や機能表現にも注目させたい。時間に余裕があれば，その後にペアで練習させて，さらに数ペアを指名して発表させたい。

	35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１


	Model Dialog 復習
① 全員で音読させる。
② Shadowing をさせる。
	
　音読時，Sounds で扱ったことが生かされているかどうかには特に注意したい。
	10分

	２




	Writing Output（p. 36）
① 教師が文化祭について質問して答えさせる。
② 生徒に文化祭の企画や準備について考えさせてライティングの構想を練らせる。
③ 構想を元にして英文を書かせる。できあがった原稿をクラスメイトと交換して確認させる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を考えさせたうえで英文を書かせる。時間に限りがあれば宿題とする。
	15分

	３


	Give It a Shot（p. 36）
① 活動内容を指示してからCD を聞かせる。
② CD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
あらかじめどのような点に特に注意するかを示しておくと，生徒が漫然とCD を聞くという状況に陥らないで済む。
	15分

	４

	Grammar Compass（p. 37）
① 例文の解説を行う。
	
練習問題は宿題とする。
	10分



■授業展開例２（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を３時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input, Leading to Model Dialog  (pp. 32-34)
２時間目：Model Dialog, Speaking Output, Writing Output  (pp. 34-36)
３時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 36-37)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１


	Word Input（p. 32）
① 教科書のイラストを見ながら，どのように表現すればよいかを答えさせる。
② Word Bank の単語の発音と意味を確認する。
	
トピックに関する語彙を導入する。①で生徒が答えられない場合，まずその単語を日本語で答えさせてから，英語の定義などヒントを与えるとよい。それでも答えが出ない場合，該当の単語を板書して読ませるなど，段階を踏んで無理なく身につけさせたい。
	15分

	２


	Expression Input（p. 33）
① 教師が英語でシチュエーションを説明してからCD を聞かせる。
② CD を聞かせながら，解答を確認する。
③ もう一度CD を聞かせて，側注に挙げられた表現を中心に解説をする。
	
トピックに関する重要表現を，リスニングを通して確認させる。側注で挙げられている表現は，しっかり定着させたい。
	25分

	３
	Leading to Model Dialog（p. 33）
① CD を聞かせて問題を解かせる。
② 次のModel Dialog にも登場する表現にいくつか触れておく。
	
Model Dialog の導入とさせたい。キーワードとなる表現をあらかじめ述べておくのもよいだろう。
	10分




２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１



	Model Dialog（p. 34）
①簡単にLeading to Model Dialog の内容をおさらいしておく。
② CD を2 回程度聞かせる。
③ CD を聞かせた後，True or False とComprehension を解かせて理解力を確認する。
④ Function およびGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読練習をさせる。
	
レッスンのコアとなる部分であるため，内容理解だけでなく，扱われている文法表現や機能表現にも注目させたうえで，音声面での注意点も踏まえて，しっかり音読をさせたい。
	20分

	２


	Speaking Output（p. 35）
① CD を2 回程度聞かせて１の空所を埋めさせる。
②解答を確認した後，その対話をペアで練習させる。
③ Stefany とAnthony の記述を見て，①の対話を適宜アレンジして，なりきり対話をさせる。
④ 生徒にペアで文化祭の計画や楽しみにしていることをたずねる対話をさせ，３の表にメモをさせる。
⑤ メモをもとに相手の文化祭の計画や楽しみにしていることについて発表させる。
	
①の対話をモデルとして④で生徒が自分のことについて対話できるよう，②③の際に対話の形式をしっかり定着させておきたい。
	20分

	３
	Writing Output（p. 36）
① 教師が文化祭について質問して答えさせる。
② 生徒に文化祭について考えさせてライティングの構想を練らせる。
③ 構想を元にして英文を書かせる。できあがった原稿をクラスメイトと交換して確認させる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を考えさせたうえで英文を書かせる。時間に限りがあれば宿題とする。
	10分




３時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１


	Model Dialog 復習
① 全員で音読させる。
② Shadowing をさせる。
	
　音読時，Sounds で扱ったことが生かされているかどうかには特に注意して，もし身についていないようであれば復習をさせるとよい。
	10分

	２

	Give It a Shot（p. 36）
① 活動内容を指示してからCD を聞かせる。
② CD を聞かせながら，解答の確認を行う。
	
あらかじめどのような点に特に注意するかを示しておくと，生徒が漫然とCD を聞くという状況に陥らないで済む。生徒の習熟度によっては，概要に関する問題を別で2～3 問用意しておき，それに答えさせてから改めてCD を聞かせるとよい。
	20分

	３



	Grammar Compass（p. 37）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせとその解説を行う。
	
時間によっては，練習問題を宿題とすることも考えられる。
	20分




■授業展開例３（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を３時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input, Leading to Model Dialog  (pp. 32-33)
２時間目：Model Dialog, Speaking Output, Writing Output  (pp. 34-36)
３時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 36-37)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１


	Word Input（p. 32）
① 教科書のイラストを見ながら，どのように表現すればよいかを答えさせる。
② Word Bank の単語の発音と意味を確認する。
	
トピックに関する語彙を導入する。①で生徒が答えられない場合，ALT にヒントを出してもらうとよい。それでも答えが出ない場合，該当の単語を板書して読ませるなど，段階を踏んで無理なく身につけさせたい。
	15分

	２


	Expression Input（p. 33）
① 教師が英語でシチュエーションを説明し，それからCD を聞かせる。
② CD を聞かせながら，解答を確認する。
③ もう一度CD を聞かせて，側注に挙げられている表現を中心に解説をする。
	
対話はCD に頼らず，ALT とJTE で会話するとよい。側注に挙げられている表現はしっかり定着させたい。
	25分

	３
	Leading to Model Dialog（p. 33）
① CD を聞かせて問題を解かせる。
② 次のModel Dialog にも登場する表現にいくつか触れておく。
	
Model Dialog の導入とさせたい。CD ではなく，ALT とJTE で実演するのもよい。キーワードとなる表現をあらかじめ述べておくのもよいだろう。
	10分




２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１



	Model Dialog（p. 34）
① 簡単にLeading to Model Dialog の内容をおさらいしておく。
② CD を2 回程度聞かせる。
③ CD を聞かせた後，True or False とComprehension を解かせて理解力を確認する。
④ Function およびGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読練習をさせる。
	
レッスンのコアとなる部分であるため，内容理解だけでなく，扱われている文法表現や機能表現にも注目させたうえで，音声面での注意点も踏まえて，しっかり音読をさせたい。
文法の解説は日本語でよいが，適宜ALT から “Do you have other expressions for ...?” などの質問を与えて，関連する例文を生徒に書き取らせておけば，ライティングの手助けになるだろう。
	20分

	２


	Speaking Output（p. 35）
① CD を2 回程度聞かせて，１の空所を埋めさせる。
② 解答を確認した後，その対話をペアで練習させる。
③ Stefany とAnthony の記述を見て，①の対話を適宜アレンジして，なりきり対話をさせる。
④ 生徒にペアで文化祭の計画や楽しみにしていることをたずねる対話をさせ，３の表にメモをさせる。
⑤ メモをもとに相手の文化祭の計画や楽しみにしていることについて発表させる。
	
②③の活動ではALT と分担して生徒全員と会話活動をするのもよいだろう。
③の活動では何人かを前に呼び出してALTとのインタビュー形式で行うことも考えられる。

	20分

	３
	Writing Output（p. 36）
① ALT 自身に生徒になりきってストーリーを作ってもらい，その内容を聞き取らせる。
② ALT の話を参考にさせたうえで，生徒に自分の文化祭について考えさせてライティングの構想を練らせる。
③ 構想を元にして英文を書かせる。できあがった原稿をクラスメイトと交換して確認させる。
	
ALT に海外の学校行事について述べてもらうと日本の学校行事との比較もできるのでよいだろう。
	10分



３時間目	
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１


	Model Dialog 復習
① 全員で音読させる。
② Shadowing をさせる。
	
　音読時，Sounds で扱ったことが生かされているかどうかには特に注意して，もし身についていないようであれば復習をさせるとよい。ALT に生徒間を回ってチェックしてもらい，注意すべき発音の矯正を適宜入れていく。
	10分

	２

	Give It a Shot（p. 36）
① 活動内容を指示してからCD を聞かせる。
② CD を聞かせながら，解答の確認を行う。
	
CD の活用にこだわらず，ALT にあらかじめ教科書の内容に手を加えたものを準備してもらうなど，習熟度にあわせてアレンジしたい。
	20分

	３


	Grammar Compass（p. 37）
① 例文の解説をする。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせとその解説を行う。
	
時間によっては，練習問題を宿題とすることも考えられる。
	20分



